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西欧文化における貧者の表象は、構造的に作りだされた経済的格差がさら
に拡大、顕在化した社会に生きるわれわれにとって、非常に現代的で看過できない問題を含んでいる。貧者をめぐる眼差しは、その主体と対象の時代・地域・階級・ジェンダーによってさまざまに変化 てきた。貧者 いう主題は、経済的 貧困問題にのみかかわるものではなく、図像学、社会史的文化史、キリスト教文化史、宗教思想史などさまざまな視点から考察すべきである。筆者 疫病や戦争、宗教的分裂など社会的危機が次々と起こった近世イタリア地域を対象に、貧者の表象について考察を進めている。以下では、近世 絵画において貧者のイメージが占めた空間とその図像学的特徴について、貧者表象のほぼ唯一と言ってよいニコルズの先行研究と筆者の考察を研究ノートとしてまとめてお た 。
 
  
一
 貧者の場所
 
（一）一六世紀
 
 
トム・ニコルズは、近世ヨーロッパにおける貧者のイメージをアルプスの
南北を比較しながら論じた『貧困の芸術』において、一六世紀のイタリア絵
画に貧者が描かれる際のいくつかの特徴を挙げている。その中で筆者にとって非常 興味深い指摘のひとつが、貧者イメージが配される場所である。すなわち、貧者像は、神殿や教会 扉の前という「境界」に置かれた
（１）
。
 
 
ニコルズは、同時代から次の世紀まで影響を与えた重要な図像例として、
教皇庁システィーナ礼拝堂壁面に架けるタペストリー連作のためのラファエロによるカルトーネ、 《足萎えを癒す聖ヨハネと聖ペテロ》 （一五一五年、ロンドン、 ヴィクトリア＆アルバート美術館） 【図１】 を挙げる。 ラファエロは、神殿前のポルテ コに身障者をうずくま
らせ、人々に施しを訴える乞食とし
て描いている。ラファエロが描く の特徴は、四肢を捻じり「醜い」相貌を持つデフォルメした身体 ある。ニコルズの言う通り、そこには一六世紀前半のイタリア社会における貧民の両義的な位置づけが読み取れる。一五世紀半ば以降、救貧思想が変化す 中で、貧者は、施し 善行と信仰を象徴する伝統的な「キリストの貧者」であ と同時に 世俗社会の論理から脱落した敗者と見なされていた
（２）
。貧者をめぐるこの両義的な眼差しを示すのが、
宗教施設と都市空間の 境界」と う貧者表象の場所である。神殿・教会の内部でもなく、 の広場でもな 扉の前という場所は、文字通り「境界」であり、貧者の社会的に排除された状態 、聖なる空間への近さを表した。
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ニコルズは、ラファエロのカルトーネが同時期のローマ絵画と、ラファエ
ロ工房出身のジュリオ・ロマーノを経由して一六世紀の北イタリア絵画に与えた影響を論じた。前者への影響は、特
に《マリアの神殿奉献》の主題に集
中している。例えば、バルダッサーレ・ペルッツィのローマ、サンタ・マリア・デッラ・パーチェ聖堂フレスコ（一五二三年） 、さらにそれを再解釈したダニエーレ・ダ ヴォルテッラのトリニタ・デイ・モンティ聖堂フレスコ
( 一
五五〇年代初頭）では、神殿の扉に向かって少女マリアが上る階段に複数の乞食が描きこまれている
（３）
。 北イタリアでは、 一五二〇年に最も早く救貧法 （選
択的貧民救済）を制定したヴェネツィアで貧者のイメージが多く描かれた。例えばボニファツィオ・ヴェロネーゼは、 《金持ちとラザロのたとえ話》 （五四〇年代、ヴェネ 、アカデミア美術館） 【図２】で、ラファエロと同じく屋内でも屋外でもないポルティコと う境界的空間を使って、そこに施しを求める貧者を配置した。また、ヤコポ・ティントレ トはマドンナ デッロルト聖堂の祭壇画《マリアの神殿奉献》 （一五五二―三年）で、ダニエーレ・ダ・ヴォルテッラの階段上の貧者表象を継承した。
 
 （二）一六世紀末―一七世紀
 
 
ニコルズの分析を受けて、筆者は一六世紀末から一七世紀の絵画で貧者像
に与えられた場所を改めて検討した。
 
 
初期バロック絵画 貧者像とし 北イタリア・ロンバルディア出身のカ
ラヴァッジョがローマのサンタゴスティーノ聖堂に描いた 《ロレートの聖母》（一六〇四―五年） 【図３】がまっさきに思い浮かぶ。カラヴァッジョと同時
代に活躍した画家で画家列伝の作者バリオーネをはじめ、デコールムに違反すると非難を浴びたことで有名な祭壇画である。組積造の壁が少し剥がれた簡素な家の戸口に幼児を抱いた聖母マリ
アが立ち、その足元に貧しい身なり
の男女が黒く汚れた裸足の裏を見せて跪いている。この描写は、プピッロが詳細な実証研究で明らか した通り、カラヴァッジョ個人 創意工夫と言うより注文主と設置場所の性質に依拠したものだ
（４）
。祭壇画の注文主であり基本
的な鑑賞者は、対抗宗教改革期に貧 い巡礼者と病人への福祉事業を行い、ロレートの聖母への巡礼を定期的に企画・実行していた同信会であった プピッ によると、ロレート巡礼の作法として、巡礼者は 域に入る際に履物を脱いで素足になり 膝立ちで「ロレートの聖母 家」に参拝したと うそのため、聖母子が家の戸口に立って巡礼者を見下ろすカラヴァッジョ 表現は、巡礼の最終目的地である聖母の家に辿り着い 巡礼者が、そ 内部に安置されている木彫の《ロレートの 》像を仰ぎ見る経験を視覚的に再現したものと解釈できる。ここでも、貧しい身なりの巡礼者は、扉の前の地面すなわち敷居＝閾＝境界的な場所を占めている。
 
 
一六世紀後半から、トレント公会議で善行論を正統教義と再確認したカト
リック教会では、弱者への善行のモデルとして貧者に施しや看護など救済の手を差し伸べる聖人図像が多く描かれた。一七世紀 ローマ画壇 絶大な影響を残したボローニャ派のアンニーバレ・カラッチは、ボ ニャのサン・プロスペロ聖堂のために祭壇画《聖ロクスの施し》 （一五八八―九五年） 【図４】を描いた
（５）
。この絵の貧者たちは、聖ロクスの裕福な生家の高いポルティ
コに囲まれた中庭に集まり、画面右後景 人が立つ高い壇の下から、画面
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前景の二段の階段の前の地面に至る大空間を占拠している。 やはりここでも、貧者表象に与えられた場所は、邸館の内部と都市の間という境界的空間である。
 
 
アンニーバレの従兄ルドヴィーコ・カラッチに師事したボローニャ派のト
ンマーゾ・カンパーナ（一六〇四―一九年に活動記録）は、 《貧者に富を分ける聖女カエキリア》 （一六〇四年頃
 
ボローニャ、サン・ミケーレ・イン・ボ
スコ聖地聖堂回廊フレスコに基づくカルヴィ＝ファッブリ翻刻 【図５】 において、 同じくボローニャ派のアレッサンドロ・ピオヴァッ （一六三六年没）は、 《貧者に富を分ける聖ロクス》 （ボローニャ、オラトリオ・ディ・サン・ロッコ） 【図６】において、聖人 施し 主題に取り組んだ
（６）
。彼らはアンニー
バレの先例に倣ったポルティコの空間と、一六世紀半ばのローマにおいてラファエロ工房出身者たちが多用した建物の前 階段のモチーフを合成し そこに施しを受ける貧者を配した。
 
 
一七世紀前半ローマ画壇では、教皇直轄の装飾事業からカラヴァッジョの
影響をおそらく意識的に排除した教皇パウルス五世（一六〇五― ）と、ボローニャ出身で同郷の画家を重用した教皇グレゴリウス十五世（一六二一―二三）の芸術政策によって、カラッチの後継者たちが重要な教会装飾をほぼ独占した。ラファエロを範とした古典主義絵画の代表的な画家ドメニキーノは、サン・ルイージ・デイ・フランチェージ聖堂ポレ礼拝堂の《 女カエキリアの施し》 （一六一一―一四年） 【図７】で貧者に施す聖人 主題を手がけている
（７）
。ドメニキーノの画面構成は、基本的にアンニーバレの《聖ロクス
の施し》を踏襲しながらも、聖女 邸宅のテラスの上に配 、新たな救貧思
想に基づいて高い基壇の真下に理想的貧者像を表現した。さらに二、三の階段を挟んで画面最前景の地面に、施しに値しない「偽の貧者」を配した。先行例では扉やポルティコの柱を挟んでほぼ同じ高さに施し手と受益者＝貧者が描かれていたが、ドメニキーノの作例は両者の間に強 上下位階性を設けている。
 
 
善行の施し手（聖人）と受益者（貧者）を上下に配する構成は、カラブリ
ア出身の画家、グレゴリオ・プレーティ
とマッティア・プレーティがローマ
時代初期に手がけたサン・カルロ・アイ・カティナーリ聖堂正面裏壁のフレスコ壁画、 《聖カルロの施し》 （一六三〇年） 【図８】 も繰り返されて る。
 
 （三）施療の空間
 
 
一六世紀後半から貧しい巡礼者や病人への世話 看護の描写が貧者表象の
レパートリーに加わった。特に黒死病 猛威をふるうイタリア半島に巡礼者として赴き、ペスト患者を看病したことで知られる代表的なペスト聖人の聖ロクスや、ミラノ大司教として一五七五年のペスト流行の対策を指揮した聖カル ・ボッロメーオの聖人伝場面に多くの作例が見 。
 
 
貧者の記号は、物質的窮乏を象徴する裸体あるいは半裸の身体と、地面に
座るか横たわる身ぶりである。ニコルズは、一六世紀のイタリア絵画で貧者の表象が立像ではなく座像・横臥像に変化した点に注目し、貧困と病の組み合わせと解釈した
（８）
。身障者だけでなく病人は肉体労働を伴う経済活動に専念
できないため、通常、社会の貧困層となる。一六世紀 救貧思想では、怠惰の悪徳ゆえに労働しない「偽の貧者」に対して、病 こそ真の 者と見なさ
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れ宗教的な慈善施設あるいは公営の救貧院への入所が奨励された。後者の措置は特に公共空間から物乞いを一掃する政策の一環であり、行動の自由を奪う隔離政策でもあったため、拒否する貧民も多く概して不成功に終わっている。とはいえ、金銭、衣類、食べ物などを与えて物質的な窮乏を補うのとは違い、施療行為は生命と健康に関わる重大な危機にある病人への物質的・精神的救済を意味した。
 
 
ヴェネツィアの聖ロクス大信徒会本部付属聖堂のためにヤコポ・ティント
レットが制作した聖人伝連作中の 《ペスト患者を癒す聖ロクス》 （一五四九年）では、聖人 半裸の、したがって貧者と見 せる病人を見舞う情景が描かれている
（９）
。興味深いことに、これまで検討した事例では教会や邸館の内部と都
市の広場の中間領域が貧者 居場所だ たの 対して、ベッドや床に患者が横たわるペスト施療院の屋内に舞台が設定されている。
 
 
明らかに施療施設とわかる建物の内部に病人＝貧者を置く構成は、ボロー
ニャの聖ロクス信徒会のオラ リオに描かれた、ジョヴァン・ルイジ・ヴァレジオの 《天使に助けられペスト患者を看護する聖ロクス》 （一六一〇年代半ば） 【図９】にも指摘できる
（１０）
。半円ヴォールト天井の下に大空間が広がり、整
然と並ぶベッドに患者が横たわっている
のが見える。前景には、聖ロクスが
床にしゃがみこみ、床に仰臥す 患者を介抱してい マンテーニャの《死せるキリスト》 （一四九〇年頃） 【図
１０】を引用したペスト患者の身体
には、大腿部に典型的な腺ペスト症状のリンパ腫瘍が見える。聖ロクスは天使の助けを得て傷の治療にあたっている。肌が青みがかった患者のかたわらには裸 少年が横たわり、その上に幼児を抱いた女性が涙をぬぐうような仕
草をして座っている。この貧しい病人一家は死を想像させるが、彼らの暗い雰囲気と対照的に、明 くほほ笑むロクスの脇から天使が滋養のある食べ物を盆に載せて差し出し 病人はベッドで なく石の床に直接横たわり、 あるいは座っている点から、 彼らがペスト施療院に入れない貧しい人々と見なすこともできるだろう。ベッドに寝る患者との弁別は、病棟と前景の間が緑のカーテンで区切られ ことでより一層強められている。この作品は、貧しい病人のい 舞台を施療院の内部に設定しておきながら、施設に収容できない人々を内と外の中間＝境界 排除した二重構造をもっている。
 
 
なお、筆者は貧民としてペスト犠牲者像を読み解ける可能性を提起して
いる（１１）
。犠牲者が治療も霊的慰めも得られずに放置され、積み重なるペスト流
行中の凄惨な光景は、例えば一六五六年
のナポリの事例で指摘したように、
都市の城壁の外側に急遽設けられたラザレット（貧しい罹患者・遺体を市内から運び出し集める場）あるいは郊外に作られたペスト死者専用の墓地を描いたものだった。つまり、貧民として描かれたペスト犠牲者は、都市 内部から外に排除され 存在と見なせる。
 
  
二
 貧者の身体と空間性
 
 
 
ニコルズの貧者表象の分析と、筆者の一六世紀末から一七世紀の作例の抽
出と検討を合わせると、 近世イタリア絵画における貧者表象の占める場所は、公と私、聖と俗のどちらにも帰属せず、どちらにも近い境界で った。図像
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学的な考察を離れて、画面の中で貧者像が占める空間について要点をまとめておきたい。
 
 
先に挙げた事例を見ると、画面のほぼ全体に施しを求める貧者の群像を配
したアンニーバレ・カラッチの《聖ロクスの施し》 【図４】と、その構図を踏襲したドメニキ ノの作例【図７】を除いて、画面の中で貧者が占める空間は、総じて画面の下辺であり【図１】 、特に前景左右 三角形をなす隅の部分である【図２・３・５・６・８・９】 。 《マリアの神殿奉献 のように、鑑賞者に最も近い位置に主題と直接関係のなさそうなモチーフを配した事例は枚挙に暇がない。
 
 
西欧の図像史をひもとくまでもなく、画面下辺の隅に押し込められるよう
に坐す貧者像は、ルネサンス以後の図像に多大 影響 与えた古代ローマの石棺浮彫にひとつの起源を求められる。す
なわち、下辺に膝を折ってうずく
まり、時 体を捻じって仰ぎ見る「打倒された異教徒」――例えばローマ人とバルバロイの戦いを題材 した《ルドヴィーシ 石棺》 （三世紀、ローマ、アルタンプス宮国立美術館） ） 【図
１１】――や、大地に腰を降ろした大地女神
ガイ （テルス）と、河の神のよう 画
面の枠と平行に横臥するかトリトン
の上に乗る海洋神オケアノス――例えば 《死のゲニウスによって昇天する故人》 （三世紀後半
 
一九四六年出土
 
ローマ、 ディオクレティアヌス帝浴場国
立古代ローマ博物館） 【図
１２】――である。
 
 
一七世紀イタリア絵画では、キリストの復活に気づかず墓の前や下方に横
臥して眠りこける古代ローマ兵士――例えばグイド・レーニ《キリストの復活》 （一五九九―一六〇〇年頃
 
ボローニャ、サン・ドメニコ聖堂ロザリオ兄
弟会オラトリオ
（１
）２）
【図
１３】――や《聖母被昇天》のマリアの墓の周囲で上
を仰ぎ見る使徒が画面の下辺に配される。この二例を見ればわかるとおり、画面の下辺、 隅という空間は、 必ずしも
否定的な意味をもたない。 とはいえ、
ピエトロ・ダ・コルトーナがメディチ家のために描いたピッティ宮殿ストーブの間フレスコ壁画連作の《青銅時代》 （一六三七―四一年） 【図
１４】では、
画面前景左の隅に、鎖につながれた捕虜＝
敗者が打ちひしがれたように座り
込んでいる。一方その対角線上には、高い壇の上に座った皇帝が、足元に集まる兵士たちに無事 凱旋と版図拡大の労をねぎらって褒美を与えている。
 
 
貧者の表象では、画面内部に明らかな権力関係やこうした対比が設けられ
る場合、 た階段のモチーフを使って下辺から 上昇が演出される場合は、物質的に窮乏して神の恩寵に与っていない状態 、聖人の慈愛に触れて霊的に高められた状態への移行が強調される
（１３）
。ドメニキーノの《聖女カエキリ
アの施し》は、画面前景を上下に分けるモ
チーフとして階段をうまく使った
好例と言えよう。すなわち、画面前景の地面に「偽りの」 「救済に値しない」貧者を配置し、 階段の上の一段高い場所に助け合いながら施しを分け合う 「理想的」貧者像を対置させた
（１４）
。
 
 
画面の下辺、隅に貧者が描かれる際、古代の大地女神テルスのように、地
面にじかに座り赤子を抱く女性像が非常に目立つ。地面 座る姿勢か 鑑賞者に日々都市の路上で施しを請う 乞いの身ぶり 想起させ、彼らが経済的弱者であることを直接的に表す場合が多い
（１５）
【図１・２・４―６】 。また、舞
台袖のような位置によって鑑賞者の世界
と画面内部の世界とを時に連結させ
【図５・６】 、時 仕切る＝境界づける役割を果 す【図４・７】 。
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ピエトロ・ダ・コルトーナは、ローマのサン・カルロ・アイ・カティナー
リ聖堂主祭壇画の主題に、一五七五年のミ
ラノの大ペスト流行時に改悛の印
として行われた《聖カルロ・ボッロメーオ 聖釘行列》 （一六五〇―六七年）【図
１５】を選んだ。そして、画面前景の左右にジェンダーの異なる貧者を配
置してそれぞれに異なる機能を与えたと思われる。
 
 
左前景では、二人の女性が地面に直接跪いて、聖カルロが掲げる聖遺物に
祈祷を捧げ、うち一人は赤子を差し出して祝福か恩寵を受けようと身を乗り出している。画面の下辺隅という位置は、それだけで自ら 低くするが、コルトーナの女性たちはさらに跪くことで
謙遜と、行列する聖人と聖遺物への
敬意を示している。これ 貧者表象の肯定的な性格、つまり「霊的救いへの近さ」と信仰心を象徴している。一方、反対の右前景には、青ざめた皮膚を晒した半裸の男が、着衣の男に背を支えら ながら、聖カルロのほうに身を起こして手を合わせている。コルトーナは女性貧者とペストに罹患し 男性貧者を画面の左右にバランスよく配置し 双方に信仰と希望の美徳 備理想的貧者のイメージを担わせた。
 
 
画面の下辺や隅は、中央で展開する主要場面に対して相対的に低く副次的
な意味が強い空間である。筆者はコルトーナの祭壇 を通して 画面内 貧者像が帯びる下辺、 隅 空間性は、 少なくとも一七世紀のイタリア絵画では、それ自体に道徳的な善し悪しの意味はないという認識に至った。 画家たちは、そのような単純で機械的な操作ではなく、ドメニキーノのよう 物語的群集表現によって、あるいはラファエロ以後 イタリア絵画ではほとんど見られないが身体 デフォルメによって、さもなければ筆者がペスト犠牲者に着目
して論じたように、頭を下に向けて横臥する墜落のイメージや、悪徳の女性擬人像の系譜を採り入れること よっ 、否定的な貧者像を創り出していった。
 
 
本研究ノートでは一六世紀末以降の貧者の表現形式を空間をキーワードに
整理した。これをさらに精査し、より広い文化史的文脈とより深い図像学的分析に照らして、近世イタリアの貧者をめぐる表象の文法を明らかにしてゆきたい。
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